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議案第63号 28年度一般会計決算、決算委員会で審査
成果・課題は？今後の予算にどう生かす

10
月
19
、20
、24
、25
、
27
日
の
５

日
間
で
行
い
、
事
業
や
事
務
の

①
成
果
は
ど
う
だ
っ
た
か

②
課
題
と
し
て
何
を
す
べ
き
か

を
中
心
に
決
算
を
審
査
。

大
丈
夫
？
伊
佐
市
の
財
政

【
課
題
】「
経
常
収
支
比
率
」
※
が
上
昇

し
、
柔
軟
性
が
失
わ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

特
に
借
金
返
済
が
今
後
も
増
え
る
の
で
、

こ
の
経
常
収
支
比
率
は
上
昇
（
悪
化
）
し

て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

新
庁
舎
建
設
、
建
設
費
の
う
ち

20
億
円
の
積
立
予
定　

　

新
庁
舎
建
設
の
た
め
の
積
立
（
特

定
公
有
財
産
取
得
基
金
）
は
毎
年

１
億
５
０
０
０
万
円
ず
つ
積
み
立
て
28
年

度
残
高
は
約
11
億
３
０
０
０
万
円
。
い
つ

建
設
す
る
か
は
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
合

併
推
進
債
※
を
活
用
で
き
る
平
成
35
年
ま

で
に
20
億
円
を
目
安
に
積
み
立
て
る
。

※
合
併
推
進
債
～
合
併
し
た
自
治
体
が
行
う
整

備
の
う
ち
、
庁
舎
建
設
な
ど
定
め
ら
れ
た
も
の

に
つ
い
て
の
借
入
。

障
が
い
者
が
い
き
い
き
と
暮
ら
す

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
障
が
い
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
や
社

会
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
事
業
で
あ

る
。

【
成
果
】
在
宅
の
障
が
い
者
の
活
動
の
場

を
確
保
し
、
い
き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
。

【
課
題
】
専
門
職
員
の
配
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
が
、
人
材
不
足
が
見
込
ま
れ

て
い
る
た
め
、
人
材
の
確
保
が
必
要
。

緒方 重則 委員長畑中 香子 委員山下 和義 委員武本 進一 委員

決算委員会を担当
事務局 長畑 孝子 主査 一般会計決算委員会の９人

※ 経常収支比率（けいじょうしゅうしひりつ）とは

　経常支出（通常支出しなければならない経費）

　経常収入（市税、国からもらう交付税など）

　　の式で求める。
　伊佐市の28年度は89.9％。
　この数値が上がると悪化、下がると改善

　この数値が上がるほど、人件費、扶助費、公債費
（借金の返済）の経常支出で精一杯で、その他の政策
的な支出にまわすお金が少なくなる。
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議会が決めた28年度予算

道
路
の
管
理
状
況
は
？

　
市
道
の
維
持
管
理
。
草
払
い
、
高
木
伐

採
作
業
や
側
溝
の
浚
渫
（
し
ゅ
ん
せ
つ
：

底
に
た
ま
っ
た
土
砂
な
ど
を
取
り
去
る
）。

【
成
果
】
市
内
の
道
路
環
境
が
保
た
れ
る
。

【
課
題
】
今
後
、
各
自
治
会
の
高
齢
化
に

よ
っ
て
依
頼
件
数
が
増
え
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
。

自
殺
対
策
、
緊
急
の
強
化

　
自
殺
対
策
と
し
て
、
講
演
会
の
実
施
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
配
布
し
抑
止
啓
発
を

行
っ
て
い
る
。

【
成
果
】
自
殺
対
策
強
化
月
間
に
合
わ
せ

広
報
紙
に
自
殺
予
防
を
掲
載
。
本
市
の
自

殺
者
数
は
減
少
し
て
い
る
。

【
課
題
】
若
年
層
の
自
殺
率
が
県
平
均
よ

り
若
干
高
い
の
で
、
周
知
徹
底
を
す
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
、
８
１
７
１
万
円

　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納

税
額
）
は
28
年
度
８
１
７
１
万
円
、
そ
の

返
礼
品
代
の
支
出
が
３
６
１
４
万
円
で

あ
っ
た
。
寄
附
額
に
よ
っ
て
寄
附
者
と
相

談
し
返
礼
品
を
決
定
し
て
い
る
。

菱
刈
の
小
中
一
貫
教
育
、

授
業
へ
の
姿
勢
が
変
わ
っ
た　

　
菱
刈
中
学
校
区
の
教
職
員
全
員
が
、
学

習
の
習
慣
づ
け
な
ど
の
方
針
に
そ
っ
た
指

導
を
実
践
し
て
い
る
。

【
成
果
】
小
学
校
か
ら
中
学
校
に
環
境
が

変
わ
っ
て
も
授
業
の
あ
り
方
が
ス
ム
ー
ズ

で
あ
る
。
ま
た
、
教
職
員
自
身
も
刺
激
さ

れ
考
え
方
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、

相
談
件
数
が
年
々
増
え
る　

【
成
果
】
相
談
件
数
が
年
々
増
加
し
て
い

る
。
28
年
度
は
延
べ
約
７
０
０
件
の
相
談

が
あ
っ
た
。

【
課
題
】
相
談
の
内
容
が
複
雑
な
も
の
も

あ
り
、
現
在
の
職
員
数
で
は
足
り
ず
、
職

員
数
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
。

市
民
協
働
の
体
制
づ
く
り
！

む
ら
づ
く
り
事
業　

　
む
ら
づ
く
り
事
業
は
、
地
域
の
課
題
を

自
ら
解
決
す
る
取
組
を
支
援
す
る
事
業
。

各
自
治
会
・
む
ら
づ
く
り
委
員
会
か
ら
の

要
望
が
増
え
て
き
て
い
る
。

【
課
題
】
電
波
法
の
改
正
で
平
成
34
年
以

降
使
用
で
き
な
く
な
る
無
線
設
備
が
51
カ

所
あ
る
。
す
べ
て
改
修
す
る
に
は
市
・
自

治
会
と
も
多
額
の
支
出
に
な
る
の
で
、
複

数
年
で
分
け
て
予
算
を
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
。

伊
佐
の
給
食
は
安
心
安
全
、

お
い
し
く
大
人
気
！　

　
給
食
が
お
い
し
い
た
め
か
、
残
食
率
が

小
学
校
で
５・
０
％
、
中
学
校
14
・
６
％

と
残
食
が
非
常
に
少
な
い
。
１
日
に

２
１
０
０
食
作
る
が
、
異
物
の
事
例
は
年

間
に
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
９
件
で
あ
っ
た
。

伊佐市の給食

今村 謙作 委員谷山 大介 委員岩元　　努 委員前田 和文 副委員長
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使
い
や
す
い
地
域
の
交
通
へ

ル
ー
ル
の
周
知
も　

　

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
運
行
事
業
は
、

交
通
空
白
地
域
の
解
消
を
目
的
に
予

約
・
定
時
路
線
型
で
運
行
し
て
い
る
。

【
成
果
】
昨
年
10
月
か
ら
菱
刈
地
区
で

増
便
、
利
用
者
が
増
え
た
。

【
課
題
】
今
後
対
象
者
に
利
用
の
際
の

ル
ー
ル
の
周
知
と
、
路
線
・
運
行
時
間

帯
等
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
、

利
用
し
や
す
く
拡
充　

　
年
間
の
総
医
療
費
か
ら
８
万
円
を
控

除
し
た
額
を
助
成
す
る
制
度
。
ま
た
、

非
課
税
世
帯
に
か
ぎ
り
、
医
療
費
の
月

に
３
０
０
０
円
を
超
え
る
額
を
助
成
。

【
課
題
】
28
年
度
の
利
用
者
は
年
額
助

成
２
人
、
月
額
助
成
２
人
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。

家
庭
の
教
育
力
の

向
上
を
目
指
し
て　

　
家
庭
教
育
学
級
を
各
学
校
で
運
営
し

て
い
る
。
支
援
と
し
て
専
門
員
を
派
遣

し
講
座
を
開
催
。
ま
た
、
家
庭
教
育
情

報
紙
「
親
な
ら
子
な
ら
」
を
年
２
回
発

行
し
て
市
内
に
全
戸
配
布
し
て
い
る
。

大
学
へ
の
進
学
は
？

大
学
進
学
奨
励
金

【
成
果
】
大
口
高
校
28
年
度
の
卒
業
生

67
人
の
う
ち
58
人
が
大
学
や
短
大
に
進

学
。
そ
の
う
ち
大
学
進
学
奨
励
金
の
交

付
は
10
人
。
他
に
編
入
生
等
が
２
人
で

あ
っ
た
。
30
万
円
×
12
人
の
３
６
０
万

円
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
助
成

　
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
に
つ
い
て
は
高
齢

者
障
害
者
療
育
手
帳
等
を
持
っ
て
お

ら
れ
る
方
々
に
、
年
間
24
枚
（
一
枚

５
０
０
円
）
が
配
布
さ
れ
る
。

【
成
果
】
全
体
で
４
２
５
０
人
に
配
布

し
、
使
用
枚
数
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、

３
０
１
０
人
が
使
用
。

【
課
題
】
①
枚
数
を
増
や
す
②
遠
い
地

域
に
住
ん
で
い
る
方
へ
の
対
応

伊
佐
市
経
済
を
支
え
る
、

設
備
投
資
と
雇
用
拡
大　

　
大
口
電
子
㈱
の
イ
ン
ク
第
２
工
場
と

結
晶
基
板
生
産
第
５
工
場
の
増
設
に
対

す
る
企
業
立
地
促
進
補
助
金

【
成
果
】
新
規
雇
用
者
が
17
人
で
、
今

後
も
雇
用
は
増
え
て
い
く
。

「
議
会
が
決
算
審
査
を
す
る
意
義
」

  

決
算
委
員
会
委
員
長 

緒
方 

重
則　

　

毎
年
の
会
計
決

算
は
、
ま
ず
監
査

委
員
が
行
っ
た
審

査
結
果
を
付
け
た

決
算
書
類
が
議
会
に
提
出
さ
れ
、
議
会
が
審

査
し
ま
す
。

　
議
会
は
何
を
重
点
に
審
査
す
る
こ
と
が
大

切
か
。「
議
会
が
決
定
し
た
予
算
の
使
わ
れ

方
」
も
当
然
で
す
が
、
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、

①
事
業
・
事
務
が
目
的
に
対
し
ど
れ
だ
け

成
果
が
あ
っ
た
か

②
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
か

　
①
と
②
を
翌
年
以
降
の
予
算
編
成
ま
た
は

行
政
運
営
に
反
映
さ
せ
る
、
つ
ま
り
予
算
と

決
算
を
つ
な
が
り
の
あ
る
一
つ
の
サ
イ
ク
ル

と
し
て
み
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
28
年
度
分
会
計
の
決
算
審
査
は
、

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
行
い
ま
し
た
。
議
会

と
し
て
今
後
も
決
算
の
重
要
性
を
認
識
し
議

会
活
動
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

工場増設で雇用も増加、視察した大口電子第5工場
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各
地
を
視
察
し
ま
し
た

①
牛
尾
湧
水
処
理
施
設

　
地
域
の
水
質
を
守
る
重
要
な
役
割

②
湯
之
尾
カ
ヌ
ー
艇
庫
（
て
い
こ
）

　
県
内
外
か
ら
人
を
呼
び
込
め
る
起
爆
剤

に
な
っ
て
ほ
し
い

【
他
の
視
察
の
と
こ
ろ
】

③
大
口
電
子
㈱
の
新
し
い
工
場

④
原
田
橋
（
日
産
自
動
車
ウ
ラ
）
工
事

⑤
市
営
小
水
流
団
地

⑥
市
立
大
口
中
央
中
学
校
プ
ー
ル

⑦
身
障
者
施
設
「
星
空
の
里
」

　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
う
い
う
こ
と
を
望
み
ま
す

１　

 

税
金
な
ど
各
未
収
金
に
つ
い
て

は
、
徴
収
の
取
組
の
強
化
を
。

２　

鳥
獣
被
害
対
策
に
お
い
て
は
工

夫
を
凝
ら
し
た
改
善
を
。

３　

木
造
住
宅
整
備
補
助
は
今
後
も

継
続
を
。

４　

む
ら
づ
く
り
事
業
は
申
請
さ
れ

た
も
の
す
べ
て
の
対
応
は
難
し
い

が
、
今
後
も
市
民
生
活
に
生
か
さ

れ
る
よ
う
取
り
組
み
を
。

５　
教
育
相
談
事
業
に
お
い
て
、「
い

じ
め
」
や
家
庭
教
育
の
実
態
把
握

を
。
ま
た
、
登
下
校
の
環
境
づ
く

り
を
。

６　
地
域
自
殺
対
策
事
業
に
お
い
て
、

県
の
相
談
窓
口
の
市
民
へ
の
周
知

を
。

７　

28
年
度
ア
ッ
プ
し
た
各
種
ガ
ン

検
診
の
一
層
の
受
診
率
の
向
上
を
。

８　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
事
務
の

取
り
扱
い
は
さ
ら
な
る
注
意
を
。

９　

菱
刈
中
学
校
区
の
小
中
一
貫
教

育
の
効
果
は
出
て
い
る
。
さ
ら
に

促
進
を
。

反
対 

決
算
収
支
の
黒
字
、
ま
た
財
政
調

整
基
金
残
高
か
ら
す
る
と
、
さ
ら
に
福

祉
に
重
点
を
置
い
て
ほ
し
い
。
他
に
も

指
摘
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

28
年
度
決
算
は
認
定
し
な
い
。

賛
成 

財
政
調
整
基
金
は
見
た
目
の
残
高

は
あ
る
が
、
将
来
の
市
の
財
政
を
考
え

る
と
健
全
な
運
営
が
大
事
で
あ
り
、
適

切
な
残
高
で
あ
る
。
よ
っ
て
28
年
度
決

算
を
認
定
す
る
。

12
月
議
会
の
初
日
（
12
月
１
日
）
の
本
会

議
で
委
員
長
が
報
告
し
、
本
会
議
で
は

「
認
定
」
と
決
ま
り
ま
し
た
。（
本
紙
８

ペ
ー
ジ
）

万全な処理で環境保全を維持

委員でまとめを議論
10月27日 決算委員会最終日

31年インターハイと32年国体に
向けて着々と工事が進む

議
案
第
63
号　
28
年
度
一
般
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

 

討
論
（
と
う
ろ
ん
）

賛
成
か
反
対
の
意
見
を
発
言
で
き
る

 

認
定
か
不
認
定
か
の
採
決

賛
成
５
人
、
反
対
２
人
で

「
認
定
す
べ
き
も
の
」
と
決
定
。


